
『
も
っ
と
知
ろ
う　

も
っ
と

体
験
し
よ
う　

技
能
と
技
術
』

を
テ
ー
マ
に
第
46
回
「
石
川
の

技
能
ま
つ
り
」
が
、
平
成
30
年

10
月
21
日
（
日
）
石
川
県
産
業

展
示
館
３
号
館
及
び
石
川
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
の
両

会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
県

連
も
例
年
ど
お
り
参
加
し
た
。

９
時
か
ら
開
会
式
が
行
わ

れ
、
県
立
七
尾
東
雲
高
校
の
代

表
生
徒
に
よ
る
開
会
宣
言
に
引

き
続
き
、
平
成
30
年
度
職
業
能

力
開
発
関
係
表
彰
が
あ
り
、
県

連
関
係
で
は
、
技
能
顕
功
賞
知

事
表
彰
に
東
生
泰
さ
ん
（
金
沢

市
建
築
組
合
）
と
舩
本
好
晴
さ

ん
（
七
尾
建
築
組
合
）
の
２
名

が
、
越
馬
技
能
奨
励
賞
に
安
達

巧
さ
ん
（
金
沢
市
建
築
組
合
）

が
表
彰
さ
れ
た
。
大
変
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
場
の
展
示
・
販
売
コ
ー

ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら
ご
寄
付
頂

い
た
、
炉
蓋
（
茶
道
具
）、
す

の
こ
、
額
、
ま
な
板
、
パ
ズ

ル
、
木
箱
、
キ
ャ
ス
タ
ー
付
き

ワ
ゴ
ン
、
ペ
ン
立
て
、
表
札
や

灯
篭
他
丹
精
を
込
め
た
多
く
の

作
品
を
展
示
即
売
し
た
。
プ
ロ

職
人
に
よ
る
精
巧
な
作
品
に

加
え
価
格
も
格
安
設
定
の
た

め
、「
去
年
も
買
っ
た
し
今
年

も
買
い
に
来
た
よ
」
と
の
方
も

お
り
、
来
場
者
は
担
当
役
員
の

作
品
説
明
を
聞
き
購
入
し
て
い

た
。
毎
年
、

展
示
即
売
は

評
判
も
良
く

作
品
は
概
ね

即
売
さ
れ
こ

の
コ
ー
ナ
ー

の
人
気
の
高

さ
が
伺
え

た
。
売
上
金

は
青
年
部
活

動
費
に
も
支

出
さ
れ
た
。

展
示
・
即

売
コ
ー
ナ
ー
の
隣
に
設
け
た
包

丁
研
ぎ
コ
ー
ナ
ー
も
毎
年
人
気

が
あ
り
、
担
当
の
役
員
さ
ん

が
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
掛
け
や
仕

上
げ
砥
石
掛
け
に
大
忙
し
で

あ
っ
た
。

「
わ
ん
ぱ
く
広
場
」
の
宝
石

箱
作
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
子
供
達

が
、
青
年
部
の
皆
さ
ん
か
ら
や

さ
し
く
指
導
を
受
け
な
が
ら
懸

命
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
傍
ら

に
は
真
剣
な
眼
差
し
で
見
守
っ

て
い
る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん

の
姿
が
微
笑
ま
し
か
っ
た
。

ま
た
、
一
昨
年
か
ら
企
画
さ

れ
て
い
る
「
職
人
簡
単
体
験
」

の
カ
ン
ナ
削
り
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
定
員
を
超
え
る
小
・
中

学
生
（
34
人
）
が
挑
戦
し
た
。

技
術
部
や
指
導
部
の
役
員
さ
ん

に
手
を
添
え
て
も
ら
い
な
が

ら
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

削
っ
た
カ
ン
ナ
屑
を
自
慢
げ
に

両
親
に
見
せ
て
喜
ぶ
な
ど
、
皆

さ
ん
む
ず
か
し
く
も
楽
し
い
体

験
が
出
来
た
よ
う
だ
。
小
学
生

が
、
将
来
な
り
た
い
職
業
に
大

工
さ
ん
を
上
位
10
位
内
に
あ

げ
る
理
由
を
垣
間
見
た
気
が

し
た
。

恒
例
の
「
い
し
か
わ
技
の
祭

典
」
で
は
、
24
種
目
１
９
６
名

が
参
加
す
る
中
、
建
築
大
工

の
部
門
に
は
、
建
設
共
同
職

10
月
21
日
技
能
ま
つ
り
で
宝
石

箱
作
り
の
手
伝
い
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
参

加
の
た
め
、
色
々
な
事
が
新
鮮
で

わ
か
ら
な
い
事
も
多
く
不
安
で
し

た
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

ま
ず
、
現
地
に
着
く
と
会
場

設
営
の
準
備
か
ら
始
ま
り
、
宝
石

箱
の
材
料
を
仕
分
け
し
、
組
立
て

展
示
即
売
品
寄
贈
者
一
覧

大
聖
寺
建
築
組
合

荒
瀬　
　

弘
様　

す
の
こ
６
枚

山
代
建
築
組
合

宅
美　

重
政
様　

ま
な
板
１
枚

村
坂　
　

勇
様　

表
札
６
ケ

片
山
津
地
区
建
築
組
合

廣
海　

喜
靖
様

押
入
れ
用
す
の
こ
４
枚

橋
立
建
築
組
合

奥
江　

清
裕
様　

ま
な
板
１
枚

三
木
建
築
組
合

石
蔵　

祥
博
様　

ま
な
板
１
枚

山
中
建
築
組
合

山
城　

久
明
様

メ
ニ
ュ
ー
ボ
ー
ド
１
枚

藤
田　

義
雄
様　

す
の
こ
２
枚

中
谷　

勝
男
様　

額
11
枚

小
松
市
建
築
組
合

角　
　

定
雄
様

キ
ャ
ス
タ
ー
付
き
ワ
ゴ
ン
１
台

筒
前　

祐
司
様

段
差
ス
ロ
ー
プ
４
ケ

小
松
東
部
建
築
組
合

中
野　

良
彦
様

茶
道
具
炉
蓋
１
台　

御
幸
建
築
組
合

戸
井　

満
様　

ま
な
板
２
枚

鶴
来
建
築
組
合

牧
野　

勝
守
様

寿
司
乗
せ
台
７
ケ

金
沢
市
建
築
組
合

井
口　

演
久
様　

神
棚 

１
ケ

池
田　

英
智
様　

す
の
こ
８
枚

田
下　

茂
良
様

木
箱
大
２
ケ
・
木
箱
小
２
ケ

松
本　

吉
弘
様

桧
の
化
粧
板
１
枚

玄
関
踏
み
台
２
枚
、
大
１
枚

ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
６
ケ

け
や
き
花
台
２
ケ

中
村　

清
光
様 

す
の
こ
７
枚

　

鍋
敷
き
７
ケ
・
整
理
箱
10
ケ

高
畠　

郁
夫
様

こ
と
じ
と
う
ろ
う
１
ケ

南
部　

俊
一
様　

ま
な
板
７
枚

お
盆
＋
ス
プ
ー
ン
４
セ
ッ
ト

福
田　

道
夫
様

す
の
こ
４
枚
・
す
の
こ
小
２
枚

源　
　

敏
明
様 

パ
ズ
ル
14
ケ

金
沢
西
部
建
築
組
合

長
尾　

信
幸
様　

す
の
こ
12
枚

田
端　

成
満
様 

す
の
こ
６
枚

コ
ー
ナ
ー
ハ
ン
ガ
ー
Ｓ
２
枚

檜
ま
な
板
２
枚

富
来
町
建
築
組
合

坂
下　
　

稔
様　

ま
な
板
18
枚

七
尾
鹿
島
連
絡
協
議
会
様

額
11
枚

七
尾
建
築
組
合

坂
上　

正
一
様　

ペ
ン
立
て
20
ケ

中
島
町
建
築
組
合

井
平　

秀
一
様　

す
の
こ
２
枚

広
川　

静
一
様　

す
の
こ
２
枚

技
能
コ
ン
ク
ー
ル
選
手

選
手
７
名 

脚
立
７
脚

業
訓
練
校

の
生
徒
１

名
を
含
め

計
７
名
の

選
手
が
出

場
、
他
に

将
来
大
工

を
目
指
す
金
沢
市
立
工
業
高
校

建
築
科
生
徒
２
名
も
一
緒
に
出

場
し
、
日
頃
磨
い
た
腕
を
競
い

合
っ
た
。
一
般
来
場
者
は
、
日

頃
間
近
で
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
数
々
の
大
工
の
『
技
』
を
真

剣
に
見
入
っ
て
い
た
。

一
方
、
会
場
内
の
一
角
に

は
、
現
代
の
名
工
紹
介
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
県
連
か
ら

は
昨
年
大
工
部
門
で
受
賞
し
た

佐
田
秀
造
氏
が
自
作
品
や
製
作

中
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
た
。

ま
つ
り
最
後
の
閉
会
式
で
は

技
の
祭
典
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
建
築
大
工
部
門
で
は
、
小

堀
直
人
さ
ん
（
中
島
町
建
築
組

合
）
が
優
秀
賞
、
沖
泙
政
人
さ

ん
（
金
沢
市
建
築
組
合
）
が

優
秀
賞
及
び
特
別
賞
を
受
賞

し
た
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様

か
ら
寄
贈
頂
い
た
即
売
品
の
集

計
額
は
16
万
１
千
３
百
円
と
な

り
出
品
者
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

に
必
要
な
道
具
を
作
業
場
所
に
分

け
、
後
は
受
付
用
の
テ
ー
ブ
ル
や

用
具
の
設
置
・
準
備
を
行
い
、
開

始
の
時
間
が
く
る
の
を
待
ち
ま
し

た
。
そ
の
間
少
し
時
間
が
あ
っ
た

の
で
、
他
の
ブ
ー
ス
を
見
に
行
き

ま
し
た
。
技
能
ま
つ
り
自
体
が
初

め
て
の
た
め
、
こ
ん
な
に
も
多
種

多
様
な
催
し
を
行
っ
て
い
る
の
に

驚
き
、
ま
た
そ
れ
以
上
に
と
て
も

興
味
が
湧
き
ま
し
た
。

開
始
の
時
間
が
き
て
そ
の
場

で
待
機
し
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
お

客
さ
ん
が
来
た
の
で
す
が
、
人
数

が
少
な
く
多
少
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
で
も
そ
の
後
作
業
ス
ペ
ー
ス

が
無
く
な
る
程
沢
山
の
人
が
来
て

一
気
に
忙
し
く
な
り
、
ほ
ぼ
終
わ

り
ま
で
途
切
れ
ず
お
客
さ
ん
が
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
自
分
が
教
え

る
こ
と
に
多
少
の
不
安
が
あ
っ
た

も
の
の
、
初
め
の
お
客
さ
ん
で
の

対
応
で
そ
の
不
安
は
一
気
に
吹
き

飛
び
、
そ
の
後
は
最
後
ま
で
接
客

が
楽
し
く
で
き
、
宝
石
箱
を
作
っ

て
い
た
子
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
も
喜
ん
で
く
れ
た
の
を
見
て
、

自
分
も
ホ
ン
ト
に
嬉
し
く
な
っ
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
作
業
途
中

の
真
剣
な
顔
や
、
失
敗
し
た
と
き

の
残
念
な
顔
、
上
手
に
出
来
た
と

き
の
嬉
し
い
顔
が
今
で
も
浮
か
ん

で
き
ま
す
。
た
だ
自
分
が
感
じ
た

事
は
作
業
途
中
で
ボ
ン
ド
の
切
れ

が
多
々
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
点
等

を
改
善
し
て
次
に
繋
げ
ら
れ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

最
後
に
皆
で
協
力
し
て
こ
の
宝

石
箱
作
り
が
出
来
た
事
、
成
功
し

た
事
が
な
に
よ
り
嬉
し
く
、
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。

 

（
青
年
部 

会
計　

加
藤　

啓
祐
）

初
め
て
の
宝
石
箱
作
り

今
回
の
青
年
部
見
学
会
は
能

美
市
の
（
株
）
中
東
を
訪
ね
ま

し
た
。
能
登
地
区
か
ら
加
賀
地

区
ま
で
の
30
余
名
の
参
加
が
あ

り
、
前
任
の
地
区
部
長
や
初
め

て
顔
を
会
わ
す
方
か
ら
「
オ
ッ

ス
」
と
声
掛
け
が
あ
る
な
ど
近

況
話
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

見
学
会
は
、
初
め
に
ス
ク

リ
ー
ン
に
よ
る
集
成
材
や
Ｃ
Ｌ

Ｔ
構
造
の
材
料
・
構
造
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な

施
工
例
を
見
せ
て
も
ら
い
「
こ

ん
な
ふ
う
に
使
う
の
も
良
い
な

あ
」「
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
？
」「
こ

れ
は
ど
う
や
っ
て
組
ん
だ
ん

や
？
」
な
ど
の
思
い
が
湧
き
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
工
場
内
の
見
学
で

す
。
作
業
員
の
方
は
、
含
水
率

と
強
度
測
定
に
よ
り
集
成
材
の

大
き
さ
（
幅
）
や
何
層
目
に
使

う
か
な
ど
木
材
選
別
基
準
に
よ

り
選
別
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
実
際
に
作
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
、
の
り
付
け
・
圧
着
作

業
を
大
き
な
機
械
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ

音
を
立
て
て
動
い
て
お
り
、
そ

の
片
隅
に
は
サ
ン
ダ
ー
掛
け
や

特
殊
な
細
工
を
行
っ
て
い
る
作

業
員
が
い
ま
し
た
。
こ
の
作
業

員
の
作
業
状
況
は
、
い
つ
も

い
る
現
場
の
よ
う
で
と
て
も

「
ホ
ッ
ト
」
し
た
感
じ
が
し
ま

し
た
。

２
時
間
の
見
学
会
で
あ
り
ま

し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
「
参
加
し
て
良
か
っ
た
な

あ
」
と
感
動
を
覚
え
、
中
東
様

に
は
大
変
親
切
丁
寧
な
説
明
を

頂
い
た
こ
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
場
内
は
撮
影
禁
止
で
し
た
。）

（
青
年
部 

副
部
長　

吉
田　

尚
司
）

石
川
の
技
能
ま
つ
り
に
参
加

第46回

　家を建てるなら石川県建築組合連合会
加盟の信頼できる大工さんにお任せくだ
さい。北陸の風土に適した木造住宅を一
軒、一軒、心を込めて造ります。
　そこには「安心」があります。

一般社団法人　石川県建築組合連合会

建連いしかわ建連いしかわ
発行所
〒920-0022 金沢市北安江4丁目15-15

（一社）石川県建築組合連合会
TEL（076）262−4714・FAX（076）262−4718
ホームページ http://www.kenchiku-ishikawa.com/
編　集　広 報 部 会
あけましておめでとうございます
本年もよろしくお願い申し上げます

（
株
）中
東
を
訪
問
：
青
年
部

Ｃ
Ｌ
Ｔ
と
集
成
材
の
工
場
見
学

（1） 平成31年1月　　　第56号建　連　い　し　か　わ



県
連
で
は
、
今
年
度
の
建
築

大
工
職
の
技
能
検
定
試
験
（
１

月
19
日
（
土
）
実
施
）
に
向

け
、
試
験
会
場
と
同
じ
金
沢
産

業
技
術
専
門
校
で
、
受
講
者
８

名
を
対

象
に
11

月
25
日

か
ら
12

月
２
、

９
、
16

日
の
各

日
曜
日

の
計
４
回
実
技
講
習
会
を
行
っ

た
。
講
習
は
、
試
験
課
題
を
制

限
時
間
内
に
製
作
す
る
こ
と
を

目
標
と
し
、
現
寸
図
作
図
の
要

点
の
理
解
と
作
図
作
業
、
墨
付

け
・
加
工
ま
で
一
連
の
作
業
に

取
り
組
ん
だ
。
講
師
か
ら
は
最

初
に
、
合
格
へ
の
第
一
歩
と
し

て
「
皆
さ
ん
は
加
工
作
業
は
慣

れ
て
い
る
が
、
制
限
時
間
内
に

完
成
す
る
に
は
、
各
工
程
の
時

間
配
分
が
大
切
。
特
に
作
図
は

１
時
間
程
度
で
書
き
終
え
る

こ
と
が

重
要
だ
。」

と
説
明
。

こ
の
た

め
、
日
常

業
務
で
は

無
い
作
図

作
業
に
多

く
の
時
間
を
掛
け
、
ま
た
自
宅

で
の
反
復
練
習
の
成
果
も
あ
っ

て
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ほ
ぼ
予

定
時
間
内
に
書
き
終
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
講
師
か
ら
は
墨
付
け
・
加

工
時
に
間
違
え
や
す
い
箇
所
の

注
意
点
や
製
作
の
要
点
の
説
明

が
あ
り
、
受
講
者
は
何
度
も
質

問
す
る
等
熱
心
に
受
講
し
て

い
た
。

そ
し
て
最
終
日
に
は
「
作
図

は
ほ
ぼ
正
確
に
描
け
て
い
る
。

試
験
ま
で
の
約
１
ヶ
月
間
は
時

間
を
見
つ
け
作
図
か
ら
加
工
の

作
業
を
出
来
る
だ
け
練
習
し
合

格
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。」
と

受
講
者
へ
の
励
ま
し
の
エ
ー
ル

を
送
っ
た
。

講
師
氏
名
及
び
受
講
者
人
数

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

【
講
　
師
】

橋
本　
　

満

 

（
金
沢
市
建
築
組
合
）

小
阪　

広
行

 

（
輪
島
市
建
築
組
合
）

【
受
講
者
】
1
級　
　

８
名

政
府
は
平
成
30
年
12
月
21

日
、
２
０
１
９
年
度
予
算
案
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
各
県
連
・
組
合
で
、
ハ
ガ

キ
要
請
行
動
や
集
会
、
地
元
国

会
議
員
要
請
行
動
等
に
つ
い
て

組
合
員
・
家
族
の
ご
協
力
に
よ

り
全
力
で
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
で
あ
り
ま
す
。
石
川
県
連
の

皆
様
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

 

（
会
長　

松
本
吉
弘
）

全
建
総
連
は
11
月
20
日
、
東

京
「
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
」
等

で
「
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、

予
算
要
求
中
央
総
決
起
大
会
」

を
開
催
。
41
県
連
・
組
合
か
ら

３
，
６
６
９
名
、
石
川
県
連
か

ら
は
松
本
会
長
、
坂
下
副
会

長
、
任
田
会
計
理
事
の
３
名
が

参
加
し
た
。

大
会
で
は
、
全
建
総
連
の
吉

田
委
員
長
が
「
現
場
で
働
く
建

設
技
能
者
の
処
遇
改
善
が
必

要
」「
国
保
を
は
じ
め
と
し
た

私
た
ち
の
要
求
実
現
と
来
年
度

予
算
確
保
」
の
取
組
み
へ
の
協

力
を
、
勝
野
書
記
長
が
「
国
保

組
合
へ
の
現
行
補
助
水
準
の
確

保
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は

ハ
ガ
キ
要
請
と
地
元
国
会
議
員

要
請
を
や
り
切
る
こ
と
が
大

切
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、
先
の

第
59
回
定
期
大
会
で
「
若
者
に

選
ば
れ
る
建
設
産
業
に
し
て
い

こ
う
」
と
意
思
統
一
を
行
っ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。
集
会
の

後
、
全
国
の
代
表
団
に
よ
る
国

土
交
通
省
、
厚
生
労
働
省
、
財

務
省
等
各
省
庁
へ
の

要
請
行
動
及
び
参
加

者
に
よ
る
「
建
設
国

保
を
守
れ
」「
賃
金
・

単
価
を
上
げ
ろ
」「
建

設
技
能
者
の
育
成
を

は
か
れ
」
な
ど
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ

げ
な
が
ら
東
京
駅
ま

今
年
で
15
回
目
を
数
え
る

「
石
川
の
伝
統
的
建
造
技
術
を

伝
え
る
会
」（
事
務
局　

県
連
）

主
催
の
「
匠
の
技
」
セ
ミ
ナ
ー

は
、
11
月
10
日
（
土
）
金
沢

城
・
兼
六
園
管
理
事
務
所
レ
ク

チ
ャ
ー
ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
金
沢
城
復
元
工
事
で

培
っ
た

技
術
と

工
事
中

の
鼠
多

門
復
元

工
事
に

つ
い
て

広
く
県

民
に
紹

介
し
た
。

天
候

に
も
恵
ま
れ
、
一
般
の
方
35
名

が
参
加
。
は
じ
め
に
石
川
県
土

木
部
営
繕
課
長
が
、「
今
回
、

喜
ば
し
い
こ
と
に
叙
勲
・
褒
章

に
金
沢
城
の
復
元
工
事
に
携

わ
っ
た
３
人
が
受
賞
さ
れ
た
。

金
沢
城
の
仕
事
を
次
の
世
代
に

受
け
継
い
で
い
く
励
み
と
な

る
。」
と
述
べ
、
伝
え
る
会
の

川
元　

傳
会
長
が
「
今
年
で
15

回
を
数
え
る
が
、
何
度
も
参
加

さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
お
ら
れ

る
。
ま
た
皆
さ
ん
の
復
元
工
事

に
想
い
を
込
め
た
職
人
の
話
を

聞
こ
う
と
い
う
熱
い
気
持
ち
に

大
変
感
謝
し
て
い
る
。」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
各
職
専
門
工
事
の
代

表
が
復
元
工
事
で
の
伝
統
技
術

等
を
紹
介
。
県
連
の
加
藤
三
郎

相
談
役
が
鼠
多
門
の
木
工
事
の

進
捗
を
、
能
登
班
と
金
沢
班
の

２
班
体
制
で
木
材
の
加
工
中
で

あ
り
来
春
か
ら
建
方
に
入
る
と

話
す
。
左
官
業
組
合
連
合
会
の

大
道
浩
理
事
が
木
舞
や
荒
壁
付

け
の
作
業
工
程
等
を
、
金
属
屋

根
協
同
組
合
の
上
出
順
司
副
理

事
長
が
鉛
・
銅
板
葺
き
工
事
の

概
要
を
、
建
具
協
同
組
合
の
石

森
良
洋
理
事
長
が
建
具
装
飾
の

組
子
細
工
の
簡
単
キ
ッ
ト
を
参

加
者
に
配
り
職
人
の
技
を
紹
介

し
た
。
タ
イ
ル
煉
瓦
事
業
協
同

組
合
の
原
田
勝
理
事
が
海
鼠
壁

に
使
わ
れ
て
い
る
い
ぶ
し
平
瓦

を
紹
介
、
鳶
工
業
会
の
井
黒
利

治
監
事
は
鼠
多
門
の
足
場
施
工

に
つ
い
て
写
真
等
を
用
い
て
説

明
し
、「
我
々
と
び
工
は
作
業

員
の
転
落
防
止
や
風
・
雪
に
よ

る
倒
壊
を
年
中
心
配
し
て
い

る
」
と
内
心
を
明
か
す
。
造
園

緑
化
建
設
協
会
の
猿
田
秀
一
常

務
理
事
が
玉
泉
院
丸
庭
園
の
名

称
の
由
来
や
こ
の
庭
園
は
土
中

の
史
跡
を
残
し
た
ま
ま
工
事
を

し
た
た
め
復
元
で
は
な
く
再

現
し
た
も
の
で
あ
る
と
説
明

し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
営
繕
課
長

が
鼠
多
門
の
特
徴
な
ど
概
要
を

説
明
し
、
石
材
組
合
連
合
会
の

林
一
伸
会
長
が
石
垣
工
事
の
進

め
方
や
苦
心
し
た
事
に
つ
い
て

映
像
を
ま
じ
え
て
紹
介
し
た
。

そ
の
後
工
事
中
の
現
場
を
見
学

し
セ
ミ
ナ
ー
を
終
了
し
た
。

参
加
者
は
各
説
明
者
の
話
を

熱
心
に
聴
き
入
っ
て
お
ら
れ
、

ま
た
随
所

で
質
問
さ

れ
る
な
ど

匠
の
技
に

対
す
る
関

心
の
高
さ

が
伺
え
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
ズ 

フ
ォ
ア 

ザ 

フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
」
を
掲
げ
、
次
世
の
も

の
づ
く
り
を
担
う
青
年
技
能
者

が
「
技
」
の
日
本
一
を
競
い
合

う
「
第
56
回
技
能
五
輪
全
国
大

会
」
が
11
月
２
日
か
ら
５
日
、

沖
縄
県
内
の
15
会
場
で
開
催
さ

れ
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
方
予
選
な

ど
を
勝
ち
上
が
っ
た
原
則
23
歳

以
下
の
青
年
技
能
者
た
ち
が

日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を
競
い

合
い
、
さ
ら
な
る
技
能
の
向

上
を
図
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
、
今
大
会
に
は
42
職
種

１
、２
９
２
人
が
出
場
、
０
建

築
大
工
職
種
に
84
選
手
が
出
場

し
た
。
建
築
大
工
の
競
技
課
題

は
「
傾
斜
柱
建
て
小
屋
組
み
」

で
競
技
時
間
を
12
時
間
と
し
、

①
原
寸
図
、
②
部
材
の
木
削

り
、
③
墨
付
け
、
④
加
工
仕
上

げ
、
⑤
組
立
の
順
に
２
日
間
に

わ
た
っ
て
作
業
に
取
組
み
、
多

く
の
関
係
者
が
見
守
る
中
、
安

達　

巧
さ
ん
も
石
川
を
代
表
し

て
出
場
。
さ
す
が
に
全
国
か
ら

の
腕
自
慢
を
自
負
す
る
大
会
だ

け
に
完
成
作
品
は
い
ず
れ
も
高

レ
ベ
ル
で
あ
り
、
金
賞
に
千
葉

県
の
選
手
が
、
全
建
総
連
関
係

で
は
銀
賞
に
埼
玉
土
建
の
成
川

弘
将
さ
ん
が
輝
い
た
。

石
川
代
表
の
安
達
さ
ん
は
健

闘
す
る
も
入
賞
に
は
い
た
ら
な

か
っ
た
が
、「
今
回
は
昨
年
に

続
い
て
二
度
目
の
参
加
、
改
め

て
全
国
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実

感
。
大
会
に
参
加
す
る
に
は

も
っ
と
練
習
を
重
ね
る
必
要
が

あ
る
と
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
こ
の
大
会
を
経
験
し
学
ん

だ
こ
と
を
仕
事
や
資
格
試
験
に

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。」
と
感
想
を
述
べ
た
。

今
後
の
活
躍
や
次
回
に
期
待

す
る
と
と
も
に
安
達
さ
ん
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。

 

（
講
師　

池
田
英
智
参
与
）

で
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

石
川
県
連
は
決
起
大
会
参
加

に
先
立
ち
、
議
員
会
館
に
て
地

元
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し
て

要
請
行
動
も
行
い
ま
し
た
。

◯
要
請
先

【
衆
議
院
議
員
】

馳　

浩
・
佐
々
木
紀
（
後
日

ハ
ガ
キ
に
よ
り
取
組
む
と
の

コ
メ
ン
ト
）・
西
田
昭
二
・

近
藤
和
也

【
参
議
院
議
員
】

岡
田
直
樹
・
山
田
修
路
（
本

人
対
応
）・
宮
本
周
司
（
本

人
対
応
）

 

（
副
会
長　

坂
下　

稔
）

平
成
30
年
度
後
期
技
能
検
定
試
験

受
検
準
備
講
習
会
の
開
催

現
行
水
準
確
保
の
見
通
し

国
保

予
算
前
年
度
同
額
二
八
七
六・二
億
円
を
確
保

地
元
議
員
へ「
建
設
国
保
の
補
助
水
準
の
確
保
と
育
成・強
化
」を
要
請

「
賃
金
単
価
の
引
き
上
げ
、要
求
予
算
確
保
」

　
　
　
　
　
　
　団
結
し
て
要
求
の
実
現
へ

全
建
総
連
予
算
要
求
中
央
決
起
大
会

金
沢
城
復
元「
匠
の
技
」

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

匠
の
技
に
県
民
の
高
い
関
心

安
達

　巧
さ
ん
再
度
挑
戦

第
56
回
技
能
五
輪
全
国
大
会

全
国
の
若
者
代
表
と

　
　
　
　技
を
競
い
合
う

平成31年1月　　　第56号 （2）建　連　い　し　か　わ



平
成
30
年
度
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
が
12
月
2
日
（
日
）
金
沢
市

無
量
寺
町
の
コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ
ト

ボ
ウ
ル
金
沢
店
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
。

当
日
は
、
28
レ
ー
ン
を
使
用

し
各
地
区
か
ら
99
名
が
参
加
、

久
々
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
す
る
人
が

多
く
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
練
習
投
球
か

ら
熱
の
入
っ
た
ゲ
ー
ム
を
展
開

し
た
。

午
後
1
時
30
分
に
開
会
、
松

本
会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
嶋

田
厚
生
部
長
か
ら
、
女
性
へ
の

ハ
ン
デ
ィ
や
2
ゲ
ー
ム
の
総
得

点
で
順
位
を
決
定
す
る
等
の

ル
ー
ル
説
明
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
練
習
投
球
の
の
ち
、

会
長
に
よ
る
始
球
式
で
競
技
が

開
始
さ
れ
た
が
、
こ
の
投
球
が

見
事
に
ス
ト
ラ
イ
ク
と
な
り
、

ご
褒
美
に
清
涼
飲
料
水
１
箱

（
24
缶
）
が
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
か

ら
贈
ら
れ
た
。

ゲ
ー
ム
は
、
力
ま
か
せ
に
投

球
す
る
人
や
ス
ト
ラ
イ
ク
を
出

し
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
人
、
ス
ペ

ア
ー
が
な
か
な
か
取
れ
ず
照
れ

笑
い
し
な
が
ら
残
念
が
る
人
な

ど
、
後
方
で
見
て
い
て
思
わ
ず

拍
手
を
し
て
し
ま
う
・
笑
っ
て

し
ま
う
場
面
が
何
度
も
あ
り
、

館
内
は
に
ぎ
や
か
な
歓
声
に

包
ま
れ
大
会
は

大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。

ま
た
、
今
回

も
奥
さ
ん
や
子

供
達
の
参
加
も

あ
り
、
家
庭
的

雰
囲
気
の
中
で

和
や
か
に
大
会

が
進
み
、
短
い

時
間
で
は
あ
っ

た
が
健
康
づ
く

り
と
仲
間
の
親

睦
を
図
る
こ
と

が
で
き
、
楽
し
く
そ
し
て
意
義

あ
る
大
会
で
あ
っ
た
。

各
選
手
は
試
合
を
終
え
、
お

互
い
の
ゲ
ー
ム

内
容
を
話
し

合
っ
て
い
る

人
、
疲
れ
た
足

腰
を
撫
で
て
い

る
人
な
ど
大
会
の
余
韻
が
残
る

中
成
績
発
表
が
あ
り
、
成
績
上

位
者
及
び
と
び
賞
の
人
に
賞
品

が
贈
ら
れ
た
。
そ
し
て
最
後
に

角
中
建
理
事
が
閉
会
の
挨
拶
を

行
っ
た
あ
と
解
散
と
な
っ
た
。

成
績
上
位
者
は
次
表
の
と
お

り
で
す
。

 

（
厚
生
部
長　

嶋
田
一
夫
）

今
の
子
ど
も
達

の
多
く
は
進
学

や
就
職
な
ど
で
県

外
に
行
っ
て
し
ま

い
、
地
元
で
就
職

す
る
子
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況

を
ち
ょ
っ
と
憂
い

て
地
元
へ
の
愛
着

心
や
地
域
活
性
化

の
向
上
を
目
的
と

し
た
企
画
を
行
い

ま
し
た

時
は
昨
年
夏
休

み
も
終
盤
の
８
月

25
日
、
場
所
は
七

尾
市
の
七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ

ザ
で
す
。
内
容
は
大
工
さ
ん

な
ど
職
人
さ
ん
の
お
仕
事
体

験
で
、
か
ん

な
削
り
や
額

の
ク
ロ
ス
張

り
、
そ
し
て

花
壇
台
の
組

立
体
験
な
ど

で
す
。

単
別
の
組

合
長
さ
ん
達

1
位
　
番
匠
　
建
次
（
金
　
石
） 

378
点

2
位
　
川
田
　
一
久
（
富
　
来
） 

349
点

3
位
　
吉
野
隆
二
郎
（
金
沢
市
） 

349
点

4
位
　
小
崎
　
達
吉
（
七
　
尾
） 

346
点

5
位
　
山
西
　
洋
輔
（
根
　
上
） 

340
点

6
位
　
油
木
寿
美
男
（
金
沢
市
） 

334
点

7
位
　
新
宅
　
　
勝
（
白
山
市
松
任
） 

333
点

8
位
　
石
黒
　
祐
文
（
金
沢
市
） 

333
点

9
位
　
上
杉
　
雅
幸
（
金
沢
市
） 

326
点

10
位
　
梅
田
　
時
雄
（
邑
　
知
） 

324
点

思
っ
て
い
る
）
も
現
場
仕
事
な

ど
に
追
わ
れ
育
成
し
よ
う
に
も

な
か
な
か
出
来
な
い
の
が
現
場

の
意
見
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

こ
の
こ
と
は
、
あ
る
意
味
、

人
手
不
足
で
後
継
者
育
成
ま
で

手
が
回
ら
な
い
現
実
が
あ
る

し
、
ま
た
、
建
築
組
合
員
を
見

て
も
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
に
常
駐

し
て
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方
が

大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し

て
元
請
け
業
者
に
お
い
て
も
指

導
者
育
成
か
ら
じ
ゃ
な
い
と
指

導
が
で
き
な
い
現
状
を
思
う

と
、
今
後
５
年
か
ら
10
年
が
過

ぎ
る
と
リ
フ
ォ
ー
ム
、
改
装
、

改
修
、
増
築
な
ど
が
で
き
る
大

工
さ
ん
た
ち
が
居
な
く
な
る
の

で
は
と
心
配
し
て
お
り
ま
す
。

後
継
者
に
な
り
う
る
人
達

も
、
仕
事
を
し
て
賃
金
を
頂
く

こ
と
は
当
た
り
前
で
す
が
、
半

人
前
に
も
な
ら
な
い
人
に
賃
金

を
支
払
う
親
方
の
気
持
ち
も
理

解
し
て
ほ
し
い
し
、
親
方
は
一

人
前
に
な
る
ま
で
の
期
間
に

は
、
時
間
、
現
場
打
合
わ
せ

や
指
導
に
時
間
を
取
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
後
継
者
に
な
る
人

達
は
、
次
に
続
く
若
い
人
に
ま

ず
「
職
人
と
言
わ
れ
る
業
界
は

簡
単
で
は
な
い
よ
」
と
教
え
、

何
事
に
も
感
謝
の
気
持
ち
を
持

ち
親
方
と
厚
い
信
頼
関
係
を
持

つ
こ
と
が
、
お
客
さ
ん
と
の
良

い
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
と
な

り
、
そ
の
結
果
仕
事
が
増
え
、

そ
し
て
後
継
者
育
成
も
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

（
小
松
能
美
建
築
連
合
会
長

　

谷
口　

卓
司
）

本
年
加
賀
市
建
築
組
合
連
合

会
で
は
、
大
聖
寺
に
、
９
月
に

上
棟
し
建
築
中
の
能
楽
堂
に
て

青
年
部
の
方
々
を
中
心
に
、
11

月
に
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
能
楽
堂
は
、
大
聖
寺
十
万

石
の
風
情
を
後
世
に
残
そ
う
と

建
設
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
地

元
若
手
大
工
が
棟
梁
と
な
り
施

工
中
と
言

う
事
も
有

り
、
青
年

部
の
方
々

か
ら
技
術

的
質
問
が

多
く
出
さ

れ
、
昔
な

が
ら
の
能

舞
台
の
建

築
技
術
に

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

又
、
建
設
を
主
導
す
る
大
聖

寺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
団
体
の

局
長
か
ら
建
設
に
至
っ
た
経
緯

や
、
能
舞
台
の
細
か
な
解
説
も

頂
き
ま
し
た
。
落
成
は
来
春
の

予
定
で
す
。

（
橋
立
建
築
組
合

 

広
報
部　

奥
江
清
裕
）

に
材
料
の
手
配
や
子
ど
も
達
へ

の
製
作
指
導
な
ど
で
ご
協
力
を

頂
き
、
子
ど
も
達
の
真
剣
に
取

組
む
姿
も
微
笑
ま
し
く
、
楽
し

く
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
で
大
盛

況
の
仕
事
体
験
で
し
た
。

（
七
尾
鹿
島
建
築
組
合
連
絡

協
議
会
長　

濱
岸　

敏
夫
）

私
は
、
小
松
市
に
て
建
築
大

工
を
し
て
お
り
ま
す
。

建
築
大
工
を
し
て
、
は
や
37

年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
37
年
前
は
大
工
見
習
か
ら

始
め
、
ノ
ミ
の
使
い
方
、
木
造

り
、
カ
ン
ナ
で
の
柱
削
り
・
天

井
板
削
り
、
そ
し
て
墨
付
け

し
て
仕
事
を
覚
え
て
参
り
ま

し
た
。

そ
の
当
時
で
は
当
た
り
前
の

事
が
昨
今
で
は
、
プ
レ
カ
ッ
ト

で
大
半
の
建
前
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
仕
事
を
覚
え
ら
れ
る

機
会
が
な
く
な
っ
て
い
る
状
況

か
ら
、
今
後
の
後
継
者
育
成
問

題
（
建
築
大
工
を
育
て
よ
う
と

黄
綬
褒
章
受
章
に
あ
た
り

平
成
三
十
年
秋
の
褒
章
に
際
し
ま
し
て
、
は
か
ら
ず
も
黄
綬
褒
章

受
章
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
御
鄭
重
な
る
御
祝
意
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
十
一
月
十
四
日
、
厚
生
労
働
大
臣
よ
り
褒
章
の
記
、
褒
章

の
伝
達
を
受
け
、
引
き
続
き
皇
居
へ
参
内
し
天
皇
陛
下
に
拝
謁

の
栄
誉
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
永
年
に
わ
た
り
皆
々
様
か
ら
頂
い
た
御
指
導

御
鞭
撻
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
層
精
進
し

些
か
な
り
と
も
ご
芳
情
に
報
い
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
何
卒

従
前
の
御
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
島
町
建
築
組
合

　 

　佐
田

　秀
造

健
康
づ
く
り
と
仲
間
の
親
睦
を
図
っ
て

第６回

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
の
開
催

七尾鹿島建築組合連絡協議会・夏休み企画

子どもお仕事体験

勉
強
会

加
賀
市
建
築
組
合
連
合
会

後
継
者
対
策
に
思
う
！
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平
成
三
十
年

 

物
故
者

三
木
地
区 

蔵　
　

麻
左 

90
歳

安
宅
町 

魚
岸　

三
郎 

69
歳

根　
　

上 

田
中　
　

茂 

92
歳

金
沢
市 

大
地　

宗
治 

86
歳

金
沢
市 

林　
　

数
雄 

86
歳

金
沢
市 

中
薮　

孫
次 

81
歳

金
沢
市 

田
中　

光
春 

70
歳

金
沢
市 

小
松　

靖
夫 

85
歳

金
沢
市 

西
村　

一
男 

83
歳

金
沢
市 

中
林　

吉
次 

67
歳

森　
　

本 

窪　
　
　

隆 

54
歳

鳥　
　

屋 

長
元　
　

実 

57
歳

輪
島
市 

西
中　

幸
輝 

73
歳

穴
水
町 

長
口　

義
雄 

63
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
を 

　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

各
種
表
彰

平
成
30
年
度

黄
綬
褒
章
受
章	

	

（
11
月
14
日
）

佐
田
　
秀
造 
氏

	

（
中
島
町
建
築
組
合
）

日
本
建
築
士
会
連
合
会	

伝
統
的
技
能
者
表
彰	

	

（
10
月
26
日
）

宮
本
　
修
一 

氏

	

（
金
沢
市
建
築
組
合
）

技
能
ま
つ
り
表
彰	

	

（
10
月
21
日
）

・
石
川
県
技
能
顕
功
賞
表
彰

東
　
　
生
泰 

氏

	

（
金
沢
市
建
築
組
合
）

舩
本
　
好
晴 

氏

	

（
七
尾
建
築
組
合
）

・
越
馬
技
能
奨
励
賞

安
達
　
　
巧 

氏

	

（
金
沢
市
建
築
組
合
）

・
い
し
か
わ
技
の
祭
典
優
秀
賞

小
堀
　
直
人 

氏

	

（
中
島
町
建
築
組
合
）

沖
泙
　
政
人 

氏

	
（
金
沢
市
建
築
組
合
） 

・
い
し
か
わ
技
の
祭
典
特
別
賞

沖
泙
　
政
人 
氏

	

（
金
沢
市
建
築
組
合
）

新しい年を迎え、今年も元気に仕事を続けられるよう頑張りたいものです。そのためには、日々の良い生活習慣の積み重ねが大切です。

血管への思いやり不足が大きな誘因です
～ご存知でしょうか～

昨年、皆様の健診結果から分かったこと※

※中央建設国民健康保険組合石川県支部に加入されている方の健診結果1267名から集計。

メタボリック
警報・注意報

27.8％

なんと、10人に3人が当てはまる結果に・・・

あなたは

健康診断の受けっぱなしに
なっていませんか？

動脈硬化をストップ!

今日から、良い習慣を始めてみましょう

脳卒中 心臓疾患

プラス

①今年も健康診断を受ける

②結果が届いたら、
昨年の結果と比べる

③結果を見て、
生活習慣の改善を始める

運動
食事

結果のアドバイスを
参考にするのがオススメ!

血管が老化する 動脈硬化このまま放置すると 脳卒中

心臓疾患

自分の血管を老化させないために、"今日から"良い習慣に取り組みませんか?

安全帯が「墜落制止用器具」に
変わります。

安全帯（新規格）の買い替えに補助

① 安全帯の名称を「墜落制止用器具」に改めます。
② 墜落制止用器具は「フルハーネス型」の使用が原

則となります。
＊着用者が墜落時に地面に到達するおそれのある場合
（高さが6.5ｍ以下）は「胴ベルト型（一本つり）」も使用可

③ 「安全衛生特別教育」が必要です。
＊高さが２ｍ以上の箇所であって作業床を設けることが困難

なところにおいて、墜落制止用器具のうちフルハーネス型
のものを用いて行う作業に係る業務（ロープ高所作業に係
る業務を除く）

＊特別教育：６時間（学科4.5時間、実技1.5時間）
④ 新規格の適用は2019年2月1日からですが、経過

措置（猶予期間）があり、現行の規格に基づく安全
帯は2022年1月1日まで使用できます。
＊補助事業について…概算要求では、新規格への買い替えに

対する補助について「１本当たり12,500円を補助上限とし
て19・20年に実施」するとされましたが補助対象や手続き
等の詳細は不明です。（単なるバラまきではないようです。）
予算が確定し詳細が示されましたら、改めてご案内します。

今回の改正等ポイント（抜粋）

実施団体：建設業労働災害防止協会石川支部
金沢市弥生2丁目1-23  TEL 076（244）7146

※「フルハーネス型安全帯使用作業特別教育」を受講したい方は
　下記まで問い合わせください。

石
川
県
優
良
建
設
功
労
者	

知
事
表
彰	

（
11
月
14
日
）

西
口
　
昭
治 

氏

	

（
大
聖
寺
建
築
組
合
）

西
脇
　
光
夫 

氏

	（
小
松
北
部
建
築
組
合
）

嶋
田
　
一
夫 

氏

	

（
金
沢
市
建
築
組
合
）

島
田
　
一
紀 

氏

	

（
鳥
屋
建
築
組
合
）

会
長
、
副
会
長
、
会
計
理
事

の
職
に
通
算
２
年
以
上
在
職

金
沢
市 

加
藤　

三
郎

美　

川 

北
嶋　

章
光

金
沢
市 

田
下　

茂
良

中
島
町 

佐
田　

秀
造

各
組
合
に
お
い
て
役
員
の
職

又
は
、
組
合
員
と
し
て
通
算

30
年
以
上
在
籍
し
、
組
合
に

貢
献
し
た
者
で
組
合
長
の
推

薦
す
る
者

大
聖
寺 

石
村
外
喜
夫

山　

中 

藤
田　

義
雄

寺　

井 

中
西　

弥
幸

辰　

口 

仲　
　

良
治

川
北
町 
森　
　

作
治

白
山
市
松
任 
小
林　

文
雄

鶴　

来 

南
谷　

国
雄

金
沢
市 

鍛
治　

利
昭

　

〃 

木
本　
　

弘

　

〃 

林　
　

龍
利

　

〃 

田
中　

博
之

　

〃 

砂
山　

信
一

金
沢
西
部 

田
村　

宏
治

　

〃 

池
上　
　

強

　

〃 

塗
師　

和
夫

　

〃 

金
田　
　

勉

津
幡
町 

田
野
原　

均

宇
ノ
気 

安
江　

眞
人

　

〃 

中
村　

昭
三

高　

松 

谷
口　

啓
司

羽
咋
市 

浜
辺　

安
男

　

〃 

松
本　

三
男

邑　

知 

寺　
　

長
源

七　

尾 

高
崎　

重
光

田
鶴
浜 

平
山　
　

優

中
島
町 

坂
口　

覚
一

全
国
青
年
技
能
競
技
大
会
出
場

森　

本 
北
野　
　

猛

 

（
北
野
工
務
店
）

中
島
町 

小
堀　

直
人

 

（
佐
田
建
築
）

技
能
五
輪
全
国
大
会
出
場

金
沢
市 

安
達　
　

巧

 

（
喜
多
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

平
成
30
年
度
　（
一
社
）
石
川
県
建
築
組
合
連
合
会

功
労
者
表
彰
者 

平
成
30
年
8
月
30
日　
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